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令和４年６月１８日（土）、第３１普通科連隊は習志野駐屯地において、陸上
自衛隊第１空挺団出身の即応予備自衛官に対し、ロープ訓練（懸垂下降及び特殊
卸下）を実施しました。この技術は、空挺隊員やレンジャー隊員が任務を遂行す
る上で必要な技術であり、即応予備自衛官が実施する訓練としては全国的にも類
を見ません。
今回参加した即応予備自衛官が基幹要員となり、各種技術や資器材の取扱要領

を他の隊員に普及し、部隊の災害派遣活動等への対処能力を向上させます。

懸垂下降とは

山地（岩場）等、足場の悪い場所での移動に際して使用する技術
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⑦卸下！

①助教の教育により不安事項を払拭 ②地上での入念な予行

⑤安全係による確実な点検④高所（約１５ｍ）から実施

⑧一歩一歩、確実な動作で下降
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用
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⑨各種の地形を通過



千葉地本予備自衛官室ＨＰ
（各種制度説明あり）

お問い合わせ先

自衛隊千葉地方協力本部
援護課 予備自衛官室
043-251-7151(内326)
070-7020-3513(公用携帯)
Email:pco_chiba_emps03@ext.gso.mod.go.jp
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▲準備よし！

▲用意！

②
確
実
な
動
作
を
点
検

▲用意！

▲▶躊躇ない見事な跳び出しにより次々に卸下

特殊卸下とは

特殊な任務を有する部隊等が、地形の制約等のためヘリコプターが設置できない場合に行う技術


